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AI特許を学ぶ！究める！ 

～DALL-E2画像生成特許～ 

2024年 10月 10日 

河野特許事務所 

所長弁理士 河野英仁 

 

「AI特許紹介」シリーズは、注目すべき AI特許のポイントを紹介します。熾烈な競

争となっている第４次産業革命下では AI 技術がキーとなり、この AI 技術・ソリュー

ションを特許として適切に権利化しておくことが重要であることは言うまでもありま

せん。 

 

 AI技術は Google, Microsoft, Amazonを始めとした ITプラットフォーマ、研究機関

及び大学から毎週のように新たな手法が提案されており、また AI 技術を活用した新た

なソリューションも次々とリリースされています。 

 

 本稿では米国先進 IT 企業を中心に、これらの企業から出願された AI 特許に記載さ

れた AIテクノロジー・ソリューションのポイントをわかりやすく解説致します。 

 

1.概要 

特許権者 OpenAI 

出願日 2023年 3月 30日 

登録日  2024年 3月 5日 

登録番号 US11922550 

発明の名称 階層的テキスト条件付き画像生成のためのシステムおよび方法 

 

 550特許は、DALL-E2のベースとなった技術であり、テキストを、対照的モデルであ

る CLIP (Contrastive Language-Image Pre-training)事前モデルに与えることにより、

CLIP画像埋め込みを生成し、当該画像埋め込みを２段階目のデコーダに与えることに

より画像を生成する技術に関する。 

 

 

2.特許内容の説明 

 図 1A は、モデルをトレーニングするための機能ブロック図である。 
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データベースから第 1 データセットおよび第 2 データセットを収集する。第 1 デー

タセットは、画像データセット 102を含み、第 2データセットは、テキストデータセッ

ト 104 を含む。テキストデータセット 104 は、画像データセット 102 に対応する。た

とえば、テキストデータセット 104 は、画像データセット 102 内の画像に対応するキ

ャプションである。画像データセット 102 は、画像エンコーダ 106 への入力であり、

キストデータセット 104 は、テキストエンコーダ 108 への入力である。 

 

 それぞれの入力に基づいて、画像エンコーダ 106 とテキストエンコーダ 108 は共同

でトレーニングされる。画像エンコーダ 106 は画像埋め込み 110 を生成し、テキスト

エンコーダ 108 はテキスト埋め込み 112 を生成する。エンコーダおよび埋め込みのト

レーニングには、コサイン類似度演算等の類似性計算 114 の計算が用いられる。例え

ば、コサイン類似度は、画像埋め込み 110 とテキスト埋め込み 112 内のペアワイズ要

素またはコンポーネント間で計算される。共同トレーニングには、画像エンコーダ 106

とテキストエンコーダ 108の更新 116が含まれ、これにより、画像埋め込み 110とテ

キスト埋め込み 112が更新される。 

 

エンコーダは、正しく一致した画像とテキストのペア間のコサイン類似度を増大させ、

不正確に一致した画像とテキストのペア間のコサイン類似度を減少させるように、反復

的に更新される。たとえば、テキストデータセット 104内の対応するテキスト記述が、

画像データセット 102内の対応する画像と正しく一致している場合、画像埋め込み 110 

とテキスト埋め込み 112 のそれぞれの埋め込み間のコサイン類似度が高くなる。トレ

ーニングが完了すると、画像埋め込み 110 およびテキスト埋め込み 112 を受信し、そ
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の後、例えばデバイスまたは他の機械学習モデルがこれらにアクセス可能になる。 

 

図 1Bは、テキスト入力に対応する画像を生成するための機能図を示す。 

 

画像生成モデルのトレーニングには、画像エンコーダ 134とテキストエンコーダ 132

のトレーニングが含まれる。結合表現 137 は、テキスト埋め込み 136 と画像埋め込み 

135の潜在空間表現である。トレーニングが完了すると、テキストエンコーダ 132と画

像エンコーダ 134が固定され、機械学習モデルの一部として使用される。 

 

画像生成要求 128は、入出力デバイスへの要求またはクエリで構成される。テキスト

記述に対応する画像を生成するには、テキスト記述 130 にアクセスし、テキスト記述

130 をテキストエンコーダ 132 に入力する。テキストエンコーダ 132 は、テキスト埋

め込み 136 を生成する。これが第 1 のサブモデル 138 への入力になる。第１のサブモ

デル 138 は、対応する画像埋め込み 140 を生成する。対応する画像埋め込み 140 は、

第 2のサブモデル 142への入力となる。第 2のサブモデル 142は、拡散モデルであり、

出力画像 144を生成する。 

 

 

3.クレーム 

 550特許のクレーム 1は以下の通りである。 

1. システムにおいて、 
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 命令を格納する少なくとも 1 つのメモリと、 

 テキスト入力に対応する画像を生成するための操作を実行するための命令を実行す

るように構成された少なくとも１つのプロセッサであって、その操作は以下を含む： 

 テキスト記述にアクセスし、そのテキスト記述をテキストエンコーダに入力し、 

 テキストエンコーダからテキスト埋め込みを受信し、 

 テキスト記述またはテキスト埋め込みの少なくとも１つを、テキスト記述またはテキ

スト埋め込みの少なくとも１つに基づいて、対応する画像埋め込みを生成するように構

成された第１のサブモデルに入力し、 

 第１のサブモデルによって生成されたテキスト記述または対応する画像埋め込みの

少なくとも１つを、テキスト記述または対応する画像埋め込みの少なくとも１つに基づ

いて出力画像を生成するように構成された第２のサブモデルに入力し、 

 第２のサブモデルには、出力画像を生成する前にアップサンプリングするように構成

された第１のアップサンプラモデルと第２のアップサンプラモデルが含まれており、第

２のアップサンプラモデルはブラインドスーパー解像度（BSR: blind super resolution）

劣化によって破損した画像でトレーニングされており、第２のサブモデルは第１のサブ

モデルと異なり、 

第２のサブモデルによって生成された出力画像をデバイスがアクセスできるように

し、 

デバイスは、出力画像を使用して画像生成モデルをトレーニングするように構成され

ているか、または画像生成要求に関連付けられている。 

 

 

4. 本特許に関連する論文 

 本特許に関する論文“Hierarchical Text-Conditional Image Generation with CLIP 

Latents”1が、OpenAIの Aditya Ramesh氏らにより公表されている。 

 

 
1 Aditya Ramesh, et al. “Hierarchical Text-Conditional Image Generation with 

CLIP Latents”  arXiv:2204.06125v1 [cs.CV] 13 Apr 2022 
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上記図は、unCLIP の概要を示す説明図である。点線の上側は、テキストと画像の結合

表現空間を学習する CLIPトレーニングプロセスを示している。点線の下側は、テキス

トから画像への生成プロセスを示している。本特許で説明したように、CLIPテキスト

埋め込みは、拡散事前処理(prior)に入力され、画像埋め込みが生成される。次にこの画

像埋め込みは拡散デコーダに入力され、最終画像が生成される。 

 

 本モデルによる画像生成の例は以下に示すとおりである。 
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以上 
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